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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 10,037 2.6 1,359 0.0 1,832 9.2 1,233 6.5
2025年３月期第３四半期 9,780 11.7 1,359 60.2 1,678 47.7 1,158 43.2

(注)包括利益 2026年３月期第３四半期 1,500百万円(△11.9％) 2025年３月期第３四半期 1,703百万円(△28.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 137.21 ―
2025年３月期第３四半期 125.21 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 40,782 37,233 91.3
2025年３月期 40,006 36,767 91.9

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 37,233百万円 2025年３月期 36,767百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 0.00 ― 82.00 82.00
2026年３月期 ― 0.00 ―
2026年３月期(予想) 79.00 79.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,800 5.1 1,830 0.2 2,030 △3.3 1,420 △5.7 156.31

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 11,147,634株 2025年３月期 11,147,634株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 2,215,804株 2025年３月期 2,063,104株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 8,991,680株 2025年３月期３Ｑ 9,254,780株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、一部地域に持ち直しが見られるものの、総じて減速傾向が続い

ております。米国では、関税措置に伴う物価上昇の影響により、景気は減速基調にあります。欧州では、堅調な雇

用・所得環境が個人消費を下支えし、景気は緩やかながら回復傾向にあります。中国では、外需は安定を維持して

いるものの、内需は低迷しており、景気減速が続いております。

わが国経済は、一部で足踏みが見られるものの、サービス業を中心に緩やかな回復が続いております。

このような状況下、当社グループにおきましては中期経営計画(2024年度～2026年度)の中間年度であり、掲げた

重点戦略である「環境負荷の低減に寄与する新製品の開発」や「既存技術の向上」などを推進するとともに、販売

活動の強化に取り組んでまいりました。また、住宅資材用チップソーの需要が堅調に推移したこともあり、当第３

四半期連結累計期間における売上高は、10,037百万円（前年同四半期比2.6％増）となりました。利益面では、受注

増加に伴う中国工場の稼働率向上が寄与し、営業利益は1,359百万円（前年同四半期比0.02％増）、経常利益は

1,832百万円（前年同四半期比9.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,233百万円（前年同四半期比6.5

％増）となりました。

なお、2025年９月21日に当社の海外子会社TENRYU AMERICA, INC.において発生したランサムウェア被害につきま

しては、外部専門家による各種調査及びシステム復旧作業を実施し、特別損失にシステム障害対応費用18百万円を

計上しております。現時点ではランサムウェア被害による情報流出の事実は確認されておらず、システムの復旧も

完了しております。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 日本

住宅資材用チップソーの販売増加を主因に、売上高は8,056百万円（前年同四半期比4.2％増）、一方、セグメ

ント利益（営業利益）は、原材料費や販管費の増加により、452百万円（前年同四半期比19.8％減）となりまし

た。

② 中国

住宅資材用チップソーの受注・販売が増加し、売上高は3,864百万円（前年同四半期比15.5％増）、セグメント

利益（営業利益）は、受注増加に伴う工場稼働率の向上が大きく寄与し、742百万円（前年同四半期比68.9％増）

となりました。

③ アジア

住宅資材用チップソーの受注・販売が減少し、売上高は1,406百万円（前年同四半期比11.9％減）、セグメント

利益（営業利益）は、受注減少に伴う工場稼働率の低下や為替の影響により、36百万円（前年同四半期比79.6％

減）となりました。

④ アメリカ

金属用・住宅資材用チップソーともに販売が減少し、売上高は1,178百万円（前年同四半期比10.1％減）、セグ

メント利益（営業利益）は、米国関税措置などによる仕入コスト増や販管費の増加により、70百万円（前年同四

半期比59.1％減）となりました。

⑤ ヨーロッパ

金属用・製材木工用チップソーともに販売が減少し、売上高は520百万円（前年同四半期比5.5％減）、一方、

セグメント利益（営業利益）は、出向者の引継ぎ完了を含む販管費の削減などにより、23百万円（前年同四半期

比31.2％増）となりました。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

(資産)

流動資産は、前連結会計年度に比べ1.3％減少し、20,124百万円となりました。主な要因は、「現金及び預金」が

439百万円増加した一方、「有価証券」が300百万円減少、「原材料及び貯蔵品」が263百万円減少したことなどによ

るものです。

固定資産は、前連結会計年度に比べ5.4％増加し、20,657百万円となりました。主な要因は、「機械装置及び運搬

具（純額）」が507百万円減少した一方、「投資有価証券」が1,529百万円増加したことなどによるものです。

この結果、資産合計は前連結会計年度に比べ1.9％増加し、40,782百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度に比べ12.0％減少し、1,239百万円となりました。主な要因は、「未払法人税等」が

86百万円、「賞与引当金」が50百万円減少したことなどによるものです。

固定負債は、前連結会計年度に比べ26.1％増加し、2,309百万円となりました。主な要因は、「繰延税金負債」が

467百万円増加したことなどによるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度に比べ9.6％増加し、3,548百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度に比べ1.3％増加し、37,233百万円となりました。主な要因は、「その他有価証券

評価差額金」が798百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、米国の関税政策や世界各地における地政学的リスクの影響などにより、先行きは依

然として不透明な状況にありますが、現時点においては、2025年５月13日に公表した業績予想からの変更はござい

ません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,754,993 10,194,496

受取手形、売掛金及び契約資産 2,448,030 2,259,671

有価証券 2,399,429 2,098,691

商品及び製品 2,880,780 2,969,286

仕掛品 795,071 722,748

原材料及び貯蔵品 1,989,394 1,726,324

その他 230,130 255,763

貸倒引当金 △98,902 △102,544

流動資産合計 20,398,926 20,124,437

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,137,760 2,042,636

機械装置及び運搬具（純額） 4,563,009 4,055,754

土地 2,524,142 2,518,086

その他（純額） 264,141 415,917

有形固定資産合計 9,489,053 9,032,395

無形固定資産 37,627 31,616

投資その他の資産

投資有価証券 9,227,377 10,756,936

退職給付に係る資産 464,087 462,777

その他 401,454 386,861

貸倒引当金 △11,795 △12,750

投資その他の資産合計 10,081,124 11,593,824

固定資産合計 19,607,805 20,657,837

資産合計 40,006,731 40,782,274
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 396,639 369,364

未払法人税等 194,223 108,010

賞与引当金 207,188 157,033

その他 609,359 604,801

流動負債合計 1,407,411 1,239,208

固定負債

繰延税金負債 1,790,544 2,257,907

退職給付に係る負債 20,144 23,169

その他 20,906 28,453

固定負債合計 1,831,595 2,309,530

負債合計 3,239,007 3,548,739

純資産の部

株主資本

資本金 581,335 581,335

資本剰余金 552,747 562,058

利益剰余金 30,427,167 30,915,990

自己株式 △2,300,262 △2,599,499

株主資本合計 29,260,987 29,459,884

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,871,930 3,670,624

為替換算調整勘定 4,486,932 3,996,078

退職給付に係る調整累計額 147,873 106,947

その他の包括利益累計額合計 7,506,737 7,773,650

純資産合計 36,767,724 37,233,535

負債純資産合計 40,006,731 40,782,274
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 9,780,427 10,037,619

売上原価 6,362,842 6,559,731

売上総利益 3,417,584 3,477,887

販売費及び一般管理費 2,058,277 2,118,357

営業利益 1,359,307 1,359,529

営業外収益

受取利息 84,192 92,331

受取配当金 173,612 229,227

為替差益 14,266 108,637

その他 47,334 45,412

営業外収益合計 319,406 475,609

営業外費用

支払利息 168 280

リース解約損 17 1,606

その他 ― 649

営業外費用合計 185 2,536

経常利益 1,678,527 1,832,602

特別利益

固定資産売却益 9 89

特別利益合計 9 89

特別損失

固定資産売却損 ― 2,064

固定資産除却損 40,559 8,604

投資有価証券評価損 99 ―

システム障害対応費用 ― 18,347

特別損失合計 40,659 29,017

税金等調整前四半期純利益 1,637,878 1,803,674

法人税、住民税及び事業税 367,602 443,720

法人税等調整額 111,440 126,200

法人税等合計 479,042 569,920

四半期純利益 1,158,835 1,233,754

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,158,835 1,233,754
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 1,158,835 1,233,754

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 177,213 798,693

為替換算調整勘定 421,415 △490,854

退職給付に係る調整額 △53,920 △40,926

その他の包括利益合計 544,708 266,913

四半期包括利益 1,703,544 1,500,667

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,703,544 1,500,667

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高

外部顧客への売上高 6,074,335 1,112,871 736,740 1,305,735 550,743 9,780,427 ― 9,780,427

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,655,841 2,232,497 859,266 6,069 ― 4,753,675 △4,753,675 ―

計 7,730,176 3,345,369 1,596,007 1,311,805 550,743 14,534,102 △4,753,675 9,780,427

セグメント利益 563,966 439,562 177,167 172,041 17,804 1,370,542 △11,234 1,359,307

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高

外部顧客への売上高 6,400,280 1,248,541 691,358 1,177,374 520,063 10,037,619 ― 10,037,619

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,656,641 2,615,726 714,907 1,598 235 4,989,109 △4,989,109 ―

計 8,056,922 3,864,268 1,406,266 1,178,973 520,298 15,026,728 △4,989,109 10,037,619

セグメント利益 452,297 742,368 36,100 70,353 23,352 1,324,472 35,057 1,359,529

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 677,703千円 688,629千円


